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附属環境工学研究教育センター周辺地図
伊都キャンパス

公共交通機関の利用
【福岡空港から】
地下鉄＋ＪＲ＋昭和バス：

福岡空港駅―（地下鉄空港線，約25分）―姪浜駅で乗
り換え（直通列車の場合乗り換え不要）―（ＪＲ筑肥線，
約8分）―九大学研都市駅―（昭和バス・九大工学部前
行，約15分）―九大工学部前バス停

【博多駅から】
地下鉄＋ＪＲ＋昭和バス：

博多駅―（地下鉄空港線，約19分）―姪浜駅で乗り換
え（直通列車の場合乗り換え不要）―（ＪＲ筑肥線，約8
分）―九大学研都市駅―（昭和バス・九大工学部前行，
約15分）―九大工学部前バス停

西鉄バス：
博多駅前（Ａ）バス停―（西鉄バス・九大伊都キャンパス
行，約58分）―九大工学部前バス停

【天神から】
地下鉄＋ＪＲ＋昭和バス：

天神駅―（地下鉄空港線，約13分）―姪浜駅で乗り換
え（直通列車の場合乗り換え不要）―（ＪＲ筑肥線，約8
分）―九大学研都市駅―（昭和バス・九大工学部前行，
約15分）―九大工学部前バス停

西鉄バス：
天神ソラリアステージ前（２Ｂ）バス停―（西鉄バス・九
大伊都キャンパス行，約45分）―九大工学部前バス停

附属環境工学研究教育センター
（CE40棟）

←九大
総合

　グラ
ウンド

ビッグオレンジ

守衛所

水素
ステーション

西講義棟

West Zone2

九大工学部前

P

P

P

九大ビッグオレンジ前

九大理学部前

学生支援施設

↓
JR九大学研
都市駅方面

総合学習プラザ

HY10

生活支援施設
ビッグどら

ウエスト３号館

ウエスト４号館

OPERA

West Zone2

HY10

稲盛フロンティア
研究センター

理系図書館
P

椎木
講堂

ウエスト１号館

CE11CE11

CE31CE31

CE21CE21

CE20CE20 CE10

CE51CE51

CE41CE41

CE50CE50
CE60CE60

ウエスト２号館



　現代の高度な科学技術文明を築く上で工学は大きな役割を果たしてきました。しかし、

現在、地球環境問題が人類社会に対する大きな制約として登場してきています。こうした

状況において、資源・エネルギーの制約、地球規模での環境変動などのさまざまな問題を

克服し、環境と調和した人類社会の発展を可能にする新しい技術文明を創造する必要が

あります。このため、環境への負荷の小さな循環・共生型社会システムの実現、環境的に

安全な資源エネルギーの開発・利用、資源の循環的利用技術など、地球環境問題の解決

を目指した創造的な研究・技術開発を行います。

　本附属センターは、地球環境問題に関連した工学研究の分野において中心的役割を

果たすとともに、九州大学の地理的特性を生かし、広く東アジア地域を視野においた国

際的研究拠点となることを目指します。

21世紀の地球環境の解決を目指した
創造的研究とその国際的拠点

附属環境工学研究教育センターとは

附属環境工学研究教育センターの研究領域

グローバル課題
研究ハブ

グローバル共通課題
（地球環境問題 等）

ローカル課題
研究ハブ

ローカル個別的課題
（地球環境問題 等）

インターフェース課題
研究ハブ

グローバル　　ローカル
インターフェース
（大気環境、海洋循環
越境環境問題 等）

What is?

循環型社会を目指した技術開発
大量生産、消費に伴い発生する廃棄物による環境への負担を低減化し、循環型
社会を実現するためのシステムの研究や要素技術の開発を行います。

地球規模の視点に立った環境対策技術の評価と提言
人類を含むあらゆる生物にとって快適な地球環境を維持できる社会システムを
提案することを最終目標として、経済、技術、自然環境の状況に応じて最適の具
体的方策を研究し、提言していきます。

地域における共同研究拠点としての組織
外部との共同研究や、技術援助、諮問、助言などの産学官の連携協力を積極的に
進めます。

地球規模での問題解決に取り組む若手研究者の育成
環境に関する高度な教育を受けた技術者、研究者を養成するとともに、地球環境
問題に国際的に貢献する人材を育成します。

国際的ニーズに対応できる研究組織の整備
特にアジア諸国に適応可能な環境対策技術の開発に取り組むとともに、国際共
同研究等を通じて、アジアにおける各種環境問題の研究の中枢的機関としての
機能を強化します。

環境研究に関する情報中枢機能の発揮
環境に関する国内外の先導的な研究動向や技術情報を収集・分析し、独自の研
究成果とともに外部に発信します。

学際的・先導的研究の展開
地球レベルでの大きな問題解決という視点にたち、伝統的な対象分野ごとに縦割
りされがちな学問体系を、横断的に結合させた学際的研究を先導的に行います。

Purpose of research
本附属センターにおける

研究の目的

Think Our Future

Research & Development

インターフェース
課題研究

ローカル
課題研究

アジア環境情報室

研究の内容

アジア諸国に関連するデータの体系的収集・整理・提供を行います。

地域環境問題、エネルギー・資源問題 等
生活廃棄物や産業廃棄物は、廃棄物が発生した各々の地域において適切に処分される必要があります。
また有用地下資源は、様々の異なる状況下にある世界各地に偏在しています。この様な状況が異なる
各地域において発生する問題に対し、地域の状況に即して対処するための状況分析、その解決をはかる
ための技術開発を行います。

大気循環、海洋循環、越境環境問題 等
一部地域において発生した汚染物質が大気や海流の広範な流れにより運搬・拡散され世界規模で
環境汚染問題を引き起こす様に、ローカルとグローバルをつなぐインターフェース機構が存在します。
この様な点に着目し、資源、エネルギー、環境に関わるグローバル・ローカル連関機構の解明とその
利用に関する技術開発を行います。

グローバル
課題研究

地球環境問題 等
地球温暖化や異常気象、更に、エネルギーや資源の枯渇問題が全世界的に大きな影響を及ぼす事が
懸念されています。この様な課題について、全地球的な本来あるべき状態の検証、異常事態が現在
どの様に進行しているかについての把握を行い、世界全体として必要な方策の検討、および、その為の
技術開発を行います。

明るい未来のために、いま私たちにできること、
やらなければならないこと…。

本附属センターにおける


